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書き損じが何か所かありそうです。

paadar nadasaab nadafbab sbfaab nadafaab nadaqb sand saabsb
交易の農地は出入が無いだけで、ナダフバブ国は良かった。
豊かでないだけで支配の無い国土はスアアブ国だった。

sbab aadar bfaab aadaum sbfaab aadarsb sand sbfb kaadab
集まった領土は幾らかの農地で新しかった。幾らかの家の国は良く、
アアダアラ国の国土は集まって成長し後は幾らかの人々だった。

dakaatdar bab fsand aadaum sdar bqb
強く農地を加えた領土は良い国土で、所有家は集めた農地で育った。

nadaqdarar sand aaqab bab qaadar
無自立の農地や土地や国土は人が離れ、領土は小さな農地になった。

dafaab faab nadaqb sand r
長期間良く、争いの無い国土が周りにあった。

bbadar bab sand dafbfaab sand
本当の農地は、領土や国土が豊かで新しい国土であった。

nadaqaadaqb faar sdar aaad sar
自立的で無い支配で、遠い土地に集めた農地を幾らか指示したボスだった。

dar aadar saqb saum aadar sdar um bab
農地は幾らかの農地であるが、その他の地域は指導者の幾らかの農地で、
農地を集めた色々な領土だった。

nadafaadar sb sdar bfaab qaab basand
長期間でない農地の国は、農地を集め、新しい小さな国は連帯した。
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sand fadar aadaum bqaadar aadarsb
国土から遠い農地の所有家は、古い農地のアアダラ国だった。

nadafaab nadaumdasb aadaum sb fabs
長期間ではないがナダウムダ国、アアダウム国に遠い人が集まった。

bqaadar aadar sand sanddaum
新しい農地の幾らかの農地は土地であり、土地が家だった。

dakdafadar bfaadar
固くて広い農地だが新しい農地であった。


